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平等 

0.5
※平成16年7月実施の「男女共同参画に関する市民意識調査」より

だれもが個性と能力を十分に発揮することのできる
男女共同参画社会の実現が求められていますが、市
民意識調査をみると「社会全体でみた場合の男女の

地位の平等感」については、下のグラフのように
「男性が優遇されている」と答えた人の割り合い（％）
が男女とも大半を占めていました。

社
会
全
体
で
み
た
場
合
の

男
女
の
地
位
の
平
等
感
あ

あなたもあなたの周りの人も“いきいき”と輝いていますか

さざなみとは、細やかに
たつ波、さざれ波、小波、
水面に揺れ動く細やかな
波の広がりが、大きな波
となって伝わるように、
この冊子のメッセージ
が、成田市民の中へ“さ
ざなみ”のように広がる
ことを願って。



わ
が
国
で
は
、
日
本
国
憲
法
に
個
人
の

尊
重
と
法
の
下
の
平
等
が
う
た
わ
れ
て
以

来
、
法
律
や
諸
制
度
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、

男
女
平
等
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
社
会
に
は
依

然
と
し
て
解
決
す
べ
き
多
く
の
課
題
が
残

さ
れ
て
お
り
、
昨
年
七
月
に
実
施
し
た
「
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査（
表

紙
参
照
）」
の
結
果
か
ら
も
そ
の
よ
う
な
状

況
が
み
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

「（
仮
称
）成
田
市
男
女
共
同
参
画
計
画（
以

下
「
計
画
」と
い
う
）」を
策
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
計
画
の
骨
子（
案
）が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
公
民
館
な
ど
下
記
の
場
所

で
公
表
し
、
こ
の
案
に
つ
い
て
の
ご
意
見

（
パ※

　

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
計
画
が
市
民
に
親
し
ま
れ

る
よ
う
に
計
画
の「
愛
称
」を
募
集
し
ま
す
。

計
画
の
骨
子（
案
）の
概
要
及
び
応
募
方

法
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

少
子
・
高
齢
化
の
進
展
、
経
済
活
動
の
成
熟

化
、
国
際
化
、
高
度
情
報
化
、
家
族
形
態
の
多

様
化
な
ど
、
急
速
な
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に

対
応
し
、
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
を
築
い
て
い

く
に
は
、
女
性
も
男
性
も
互
い
に
そ
の
人
権
を

尊
重
し
つ
つ
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か

か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
す
る
こ
と
の
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の「
女
性
行
動
計
画
」を

見
直
し
、
市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
男
女
共
同

参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
に
努
め
て
い
く
た
め

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
に
基
づ
く
法
定
計

画
と
し
て
策
定
し
ま
す
。

平
成
18
年
度
〜
22
年
度
ま
で
の
５
年
間

計
画
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の

促
進
に
向
け
て
取
り
組
む
た
め
の「
基
本
理
念
」

「
基
本
目
標
」と「
主
要
課
題
」及
び「
施
策
の
方

向
」な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

《
基
本
理
念
》

あ
ら
ゆ
る
場
に
男
女
が
参
画
し
　
協
働
す
る

ま
ち
づ
く
り

《
基
本
目
標
Ⅰ
》

男
女
の
人
権
を
尊
重
す
る
基
盤
づ
く
り

《
基
本
目
標
Ⅱ
》

職
業
生
活
と
家
庭
生
活
・
地
域
活
動
な
ど
を

両
立
す
る
環
境
づ
く
り

《
基
本
目
標
Ⅲ
》

生
涯
を
通
じ
誰
も
が
健
康
で
生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
基
盤
づ
く
り

《
基
本
目
標
Ⅳ
》

政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
を

促
進
す
る
仕
組
み
づ
く
り

《
基
本
目
標
Ⅴ
》

国
際
的
視
野
に
た
っ
た
男
女
共
同
参
画
を
促

進
す
る
環
境
づ
く
り

骨
子（
案
）の
全
文
に
つ
い
て
は
、
次
の
場
所

で
公
表
し
て
い
ま
す
。

①
市
役
所
内（
企
画
課
・
行
政
資
料
室
）②
各
公

民
館
③
図
書
館
④
保
健
福
祉
館
⑤
三
里
塚
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
⑥
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
郵
送
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
企
画
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

市
が
計
画
な
ど
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
事

前
に
そ
の
案
を
公
表
し
、
広
く
市
民
の
意
見
を

聴
き
、
提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
考
慮
し
て
意

思
決
定
を
行
う
と
と
も
に
、
提
出
さ
れ
た
意
見

に
対
す
る
市
の
考
え
方
な
ど
を
公
表
す
る
市
民

参
加
の
手
法
の
ひ
と
つ
で
す
。

ご
意
見
は
、
公
表
場
所
に
置
い
て
あ
る「
意

見
提
出
用
紙
」に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
企
画

課
へ
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
内
容
ご
と
に
整
理

し
、
市
の
考
え
と
と
も
に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
公
表
し
ま
す
。（
公
表
の
際
は
匿
名
）

（
仮
称
）
成
田
市
男
女
共
同
参
画
計
画
骨
子
（
案
）

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

計
画
の
骨
子（
案
）の
概
要

計
画
策
定
の
趣
旨

計
画
の
期
間

計
画
の
基
本
的
事
項

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
方
法
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全
文
の
公
表
場
所
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①
応
募
す
る
愛
称
は
、
自
作
の
未
発
表
の
も
の

と
し
ま
す
。

②
応
募
さ
れ
た
愛
称
に
関
す
る
一
切
の
権
利

は
、
成
田
市
に
帰
属
し
ま
す
。

③
最
優
秀
作
品
を
計
画
の
愛
称
と
し
て
使
用
し

ま
す
が
、
作
品
の
一
部
を
補
足
・
手
直
し
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

④
応
募
さ
れ
た
愛
称
は
、
選
考
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。
ま
た
、
採
用
及
び
入
選
さ
れ
人
に
は

賞
状
及
び
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
最
優
秀
作
品
・
２
万
円
相
当
の
記
念
品

優
秀
作
品（
２
点
）５
千
円
相
当
の
記
念
品

入
選
作
品（
10
点
）１
千
円
相
当
の
記
念
品

※
応
募
者
多
数
の
場
合
等
、
抽
選
と
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

⑤
入
選
作
品
の
発
表
は
、
入
選
者
本
人
に
通
知

す
る
と
と
も
に
、
広
報
な
り
た
で
発
表
し
ま

す
。
な
お
、
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

用
紙
は
、
特
に
定
め
て
い
な
い
の
で
、「
官
製

は
が
き
」な
ど
に
、
次
の
①
〜
③
を
全
て
明
記

し
、
企
画
課
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

①
愛
称
　
②「
愛
称
」の
意
味
や
理
由

③
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

応
募
要
件
な
ど
は

記
載
方
法
な
ど
は

”愛
称
“の
募
集
に
つ
い
て

小林市長に提言を手渡す小野会長（左）

計画の策定にあたり、市長は、昨年10
月、「成田市女性計画推進懇話会」に「成田
市の男女共同参画に関する諸施策のあり方
について」の提言を依頼しました。
平成17年2月10日、市役所に
おいて会長から市長に提言書が
手渡されました。

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
概
要

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法（
平
成
11

年
６
月
23
日
施
行
）」で
は
、
男
女
共
同
参

画
社
会
を
、「
男
女
が
、
社
会
の
対
等
な
構

成
員
と
し
て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る

機
会
が
確
保
さ
れ
、も
っ
て
男
女
が
均
等
に
、

政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利

益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
と
も

に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
」と
定
義
し
、
基

本
理
念
と
し
て
次
の
５
つ
の
柱
を
掲
げ
、

国
・
地
方
公
共
団
体
・
国
民
そ
れ
ぞ
れ
が
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
割
な
ど
を
定
め

て
い
ま
す
。

５
本
の
柱

Ⅰ
男
女
の
人
権
の
尊
重

Ⅱ
社
会
に
お
け
る
制
度
又
は
慣
行
に
つ
い
て

の
配
慮

Ⅲ
政
策
等
の
立
案
及
び
決
定
へ
の
共
同
参
画

Ⅳ
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
他
の
活
動
の

両
立

Ⅴ
国
際
的
協
調

国
・
地
方
公
共
団
体
・
国
民
の
役
割

国
は
、
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
の
策
定
を
は
じ
め
、
積
極

的
改
善
措
置
を
含
む「
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
」の
た
め
の
施
策
を
総
合
的
に
策
定

し
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
市
な
ど
地
方

公
共
団
体
は
、
国
と
同
様
に
、
基
本
理
念
に

基
づ
き
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
」の

た
め
の
施
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域

の
特
性
を
い
か
し
た
施
策
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。
国
民
は
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
」に
協
力
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

市内に「在住」「在勤」「在学」の
人ならどなたでも応募できます。
どしどし応募してください。

10月14日（金）必着です。

住所＝〒286-8585 成田市花崎町
760 成田市企画政策部企画課
Eメール＝kikaku@city.narita.
chiba.jp
FAX＝24-1006
※くわしいことは企画課（120-
1500）男女共同参画班まで、ご
連絡ください。

パブリックコメント

愛称募集

締め切り

送付及び問合せ先

成田市
女性計画推進懇話会
から市長に提言
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SAZANAMI●INFORMATION

●男女雇用機会均等法について ●育児・介護休業法について

みなさんもいろいろな制度を利用して「男女共同参画社会づくり」に協力しましょう

●編集後記

1

「男女共同参画社会づくり」に関係する制度をご存知ですか

開催 

国際市民フェスティバルで 

日　　時 9月25日（日）午後1時30分開演
（受付：午後1時10分～）

会　　場 国際文化会館・大ホール
演　　題 ～男女共同参画～いのちの感受性

講　　師 落合恵子さん（作家／東京家政大学教授）
定　　員 1,000人

（先着順・申込者に入場整理券送付）
※参加費は無料です。
手話通訳・託児室（2～8歳）有
（希望する人は、事前申込が必要）

申込方法 電話、FAX、Eメールで企画課（120-1500、
FAX24-1006、Eメール：kikaku@city.narita.
chiba.jp）へ




